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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第83期
第１四半期
連結累計期間

第84期
第１四半期
連結累計期間

第83期

会計期間
自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成29年３月31日

売上高 (百万円) 34,555 37,800 160,896

経常利益 (百万円) 1,048 1,656 3,017

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
(百万円) 997 770 1,088

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,974 813 43

純資産額 (百万円) 63,285 63,922 63,901

総資産額 (百万円) 92,775 102,175 102,409

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
(円) 37.28 29.95 41.16

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 63.9 58.5 58.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △1,015 △2,243 4,372

投資活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △3,080 △1,738 △11,089

財務活動による

キャッシュ・フロー
(百万円) △330 859 1,690

現金及び現金同等物の

四半期末（期末）残高
(百万円) 11,938 8,495 12,037

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していま

せん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものです。

 

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年６月30日）における世界経済は、総じて緩やかに回復

しました。米国では好景気が続き、欧州や日本も落ち着いた動きとなりました。一方、中国等の新興国では景気の

持ち直しの動きが見られたものの、予断を許さない状況が続きました。

　当社グループが属する電子部品・電子機器業界においては、グローバル需要をけん引する車載市場やスマートフ

ォン市場に加え、IoTやAI等のあらたな市場への取組みも拡がりました。

　このような経営環境のもと、当社グループは、市場・環境変化に対応するための受注確保やVA・VEを含めた資材

費削減等の原価低減活動に取組みました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、37,800百万円（前年同期比9.4％増）となりました。利益

は、営業利益が1,468百万円（前年同期比65.8％増）、経常利益が1,656百万円（前年同期比58.0％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益が770百万円（前年同期比22.7％減）となりました。

 

　セグメント別の業績は、次のとおりです。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較について

は、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。

 

[スピーカ事業]

　車載用スピーカ・スピーカシステムの出荷は、引き続き好調に推移しました。また薄型テレビ用スピーカ・スピ

ーカシステムやオーディオ用スピーカの出荷もほぼ計画通りでした。その結果、当事業の売上高は、18,647百万円

（前年同期比1.6％増）となりました。営業利益は、特に中国向けSUV車用スピーカが伸びたことや機械化・省力化

の効果等から、1,359百万円（前年同期比38.8％増）となりました。

 

[モバイルオーディオ事業]

　主力顧客向けヘッドセットは、昨年より生産を開始した新機種の出荷が本格化しました。その結果、当事業の売

上高は17,719百万円（前年同期比19.7％増）となりました。営業利益は、歩留まりや生産性の改善により黒字化

し、16百万円（前年同期は営業損失161百万円）となりました。

 

[その他事業]

　小型音響部品事業や「フォステクス」ブランドの製品を含むその他の売上高は、1,434百万円（前年同期比2.1％

増）、営業利益は92百万円（前年同期比37.8％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　総資産は、主に現金及び預金等の減少により前連結会計年度末に比べ233百万円減少して102,175百万円となりま

した。負債は、主に支払手形及び買掛金等の減少により前連結会計年度末に比べ253百万円減少して38,253百万円と

なりました。純資産は、主に利益剰余金等の増加により前連結会計年度末に比べ20百万円増加して63,922百万円と

なりました。また自己資本比率は、前連結会計年度末比0.3ポイント増の58.5％になりました。
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(3）キャッシュ・フローの状況の分析

　当第１四半期末における現金及び現金同等物の残高は、以下に記載のキャッシュ・フローにより8,495百万円と

なり、前連結会計年度末に比べ3,541百万円減少しました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動による資金の減少は、たな卸資産の増加等により2,243百万円（前年同期比120.8%増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動による資金の減少は、設備投資等により1,738百万円（前年同期比43.6％減）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増加は、借入金の増加等により859百万円（前年同四半期は330百万円の減少）となりまし

た。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は607百万円です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 26,931,051 26,931,051
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数は100株

です。

計 26,931,051 26,931,051 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 26,931 － 6,770 － 6,896

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,201,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 25,720,200 257,202 －

単元未満株式 普通株式 9,651 － －

発行済株式総数 26,931,051 － －

総株主の議決権 － 257,202 －

（注）１　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

ます。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株が含まれています。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

（自己保有株式）

フォスター電機株式会社

東京都昭島市つつじが丘

１丁目１番109号
1,201,200 － 1,201,200 4.46

計 － 1,201,200 － 1,201,200 4.46

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しています。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成していま

す。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けています。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,258 6,992

受取手形及び売掛金 18,932 18,242

電子記録債権 547 575

有価証券 2,172 1,903

製品 24,840 23,512

原材料 7,632 7,372

仕掛品 1,337 7,965

貯蔵品 209 337

短期貸付金 3 2

未収入金 791 591

繰延税金資産 613 628

その他 2,034 2,192

貸倒引当金 △59 △53

流動資産合計 69,315 70,265

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,944 9,788

機械装置及び運搬具（純額） 10,519 9,599

工具、器具及び備品（純額） 3,067 3,061

土地 1,074 1,089

建設仮勘定 1,339 1,618

有形固定資産合計 25,945 25,157

無形固定資産   

ソフトウエア 382 388

借地権 933 921

その他 113 142

無形固定資産合計 1,429 1,451

投資その他の資産   

投資有価証券 2,606 2,528

長期貸付金 31 29

長期前払費用 1,845 1,549

退職給付に係る資産 626 638

繰延税金資産 314 258

その他 303 306

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 5,718 5,301

固定資産合計 33,094 31,910

資産合計 102,409 102,175
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,445 14,567

電子記録債務 67 38

短期借入金 3,905 5,605

1年内返済予定の長期借入金 1,335 1,406

未払金 4,420 3,696

未払法人税等 850 543

未払費用 1,779 1,582

繰延税金負債 251 325

賞与引当金 586 569

その他 748 771

流動負債合計 29,390 29,106

固定負債   

長期借入金 8,135 8,095

繰延税金負債 362 424

退職給付に係る負債 181 229

役員退職慰労引当金 48 6

資産除去債務 235 236

その他 153 154

固定負債合計 9,116 9,147

負債合計 38,507 38,253

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,770 6,770

資本剰余金 9,372 9,372

利益剰余金 44,962 45,090

自己株式 △2,133 △2,134

株主資本合計 58,972 59,099

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 730 693

為替換算調整勘定 337 386

退職給付に係る調整累計額 △447 △446

その他の包括利益累計額合計 620 633

非支配株主持分 4,309 4,188

純資産合計 63,901 63,922

負債純資産合計 102,409 102,175
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 34,555 37,800

売上原価 30,208 32,776

売上総利益 4,347 5,024

販売費及び一般管理費 3,462 3,556

営業利益 885 1,468

営業外収益   

受取利息 28 26

受取配当金 18 14

為替差益 － 117

雑収入 284 118

営業外収益合計 331 276

営業外費用   

支払利息 19 35

為替差損 79 －

雑損失 68 53

営業外費用合計 168 88

経常利益 1,048 1,656

特別利益   

特別利益合計 － －

特別損失   

減損損失 － 165

特別損失合計 － 165

税金等調整前四半期純利益 1,048 1,490

法人税、住民税及び事業税 180 468

法人税等調整額 △244 193

法人税等合計 △64 662

四半期純利益 1,112 828

非支配株主に帰属する四半期純利益 115 58

親会社株主に帰属する四半期純利益 997 770
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 1,112 828

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △212 △36

為替換算調整勘定 △3,770 23

退職給付に係る調整額 △104 △1

その他の包括利益合計 △4,087 △14

四半期包括利益 △2,974 813

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,888 784

非支配株主に係る四半期包括利益 △85 29
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,048 1,490

減価償却費 1,166 2,103

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △10 △12

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 46 46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 0 △44

貸倒引当金の増減額（△は減少） △52 △6

賞与引当金の増減額（△は減少） △36 △17

減損損失 － 165

受取利息及び受取配当金 △46 △40

支払利息 19 35

為替差損益（△は益） △8 16

売上債権の増減額（△は増加） 764 975

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,902 △4,909

仕入債務の増減額（△は減少） △1,159 △986

未収入金の増減額（△は増加） 338 217

未払金の増減額（△は減少） △122 △359

その他 △379 △45

小計 △334 △1,370

利息及び配当金の受取額 46 40

利息の支払額 △19 △35

特別退職金の支払額 △195 －

法人税等の支払額 △512 △877

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,015 △2,243

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △2,962 △1,625

無形固定資産の取得による支出 △56 △62

短期貸付金の増減額（△は増加） 0 1

長期貸付けによる支出 △12 △1

長期貸付金の回収による収入 3 3

長期前払費用の取得による支出 △78 △50

その他 24 △2

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,080 △1,738

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 561 1,604

長期借入れによる収入 － 367

長期借入金の返済による支出 △133 △318

配当金の支払額 △668 △643

非支配株主への配当金の支払額 △89 △150

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △330 859

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,493 △420

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,920 △3,541

現金及び現金同等物の期首残高 17,858 12,037

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 11,938 ※ 8,495
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

す。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

現金及び預金 10,588百万円 6,992百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △89　〃 △203　〃

満期日または償還期限が３か月以内の有価証券 1,439　〃 1,706　〃

現金及び現金同等物 11,938百万円 8,495百万円

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月23日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 668 25.00 平成28年３月31日 平成28年６月24日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月22日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 643 25.00 平成29年３月31日 平成29年６月23日

 

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日が

当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ スピーカ事業

モバイルオー
ディオ事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 18,351 14,799 1,404 34,555 － 34,555

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 18,351 14,799 1,404 34,555 － 34,555

セグメント利益又は損失

（△）
979 △161 67 885 － 885

　（注）１　セグメントの調整額はありません。

　　　２　セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２ スピーカ事業

モバイルオー
ディオ事業

その他事業

売上高       

外部顧客への売上高 18,647 17,719 1,434 37,800 － 37,800

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 18,647 17,719 1,434 37,800 － 37,800

セグメント利益 1,359 16 92 1,468 － 1,468

　（注）１　セグメントの調整額はありません。

　　　２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しています。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを従来の「音響部品・製品事業」「自動車用部品・製品事業」

「情報、通信機器用部品・製品事業」及び「その他事業」の４区分から、「スピーカ事業」「モバイルオーディオ事

業」及び「その他事業」の３区分に変更しています。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開

示しています。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「モバイルオーディオ事業」セグメントにおいて、遊休資産に係る固定資産の減損損失を165百万円計上していま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 37円28銭 29円95銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万

円）
997 770

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（百万円）
997 770

普通株式の期中平均株式数（株） 26,753,816 25,729,773

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

 

（重要な後発事象）

　当社は、平成29年５月15日付で公表した「株式給付信託（BBT）」（以下「本制度」という）の導入に伴い、

平成29年７月28日開催の取締役会において、下記のとおり、第三者割当による自己株式の処分を行うことについ

て決議しました。

 

１．処分の概要

（１）処分期日　　　　平成29年８月16日

（２）処分株式数　　　普通株式 111,000株

（３）処分価額　　　　１株につき1,972円（総額　218,892,000円）

（４）処分方法　　　　第三者割当の方法による処分

（５）処分先　　　　　資産管理サービス信託銀行株式会社（信託E口）

 

２．処分の目的及び理由

　本自己株式処分は、本制度の運営に当たって当社株式の保有及び処分を行うため、資産管理サービス信託銀行

株式会社（本制度に関してみずほ信託銀行株式会社と締結する信託契約に基づいて設定される信託の受託者たる

みずほ信託銀行株式会社から再信託を受ける再信託受託者）に設定される信託Ｅ口に対し、第三者割当により自

己株式を処分するものであります。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成２９年８月７日

フォスター電機株式会社
 

 取　締　役　会　御中  

 

 有限責任監査法人 トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 津　田　良　洋　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 五十嵐　勝　彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフォスター電

機株式会社の平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成２９年

４月１日から平成２９年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２９年４月１日から平成２９年６月３０日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フォスター電機株式会社及び連結子会社の平成２９年６月３０日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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